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1. は し が き

コンクリート構造物の多くは,鉄筋やPC鋼材で補強

された鉄筋コンクリート構造またはプレストレストコン

クリート構造である.これは,コンクリートが脆性材料

で,その引張強度が圧縮強度のほぼ1/10以下しかなく,

コンク1)-ト構造物に作用する引張力を鋼材で分担する

か,プレストレスを与えるなどしてコンクリートに生じ

る引張応力を制御するかしなければならないからであ

る.しかし,近年,海洋構造物や沿岸構造物などのよう

に,厳しい塩分環境下に構築された鉄筋コンクリート構

造物やプレストレストコンクリート構造物では,このコ

ンクリート中の鋼材が腐食し,構造物としての劣化が問

題となってきた.1)

コンクリート中の鋼材が腐食すると次に示す現象が生

じる.

1) 鋼材の有効断面積の減少や局部腐食による応力集

中が生じ,鋼材の耐力が低下する.

2)腐食した鋼材は体積が増大するため,その膨張圧

により周囲のコンクリートに大きな引張応力が発生し,

コンクリートにひびわれが生じる.

3) コンクリーとにひびわれが発生すると,鋼材が弄

出し,腐食速度が早くなるばかりでなく,鋼材とコンク

リートとの付着が切れ,構造物全体としての構造形式が

変化する.

これらの現象が生じると,コンクリート構造物全体と

しての耐力低下などが起こり,作用荷重によっては破壊

することになる.このような構造物の劣化機構に関して

はいまだ十分明らかにされていないことも多く,コンク

リート中の鋼材の腐食機構,コンクリートの破壊機構,

ならびに構造物としての破壊機構についてさらに検討す

ることが必要である.

以上のことをふまえ,本文では鋼材腐食によるコンク

リー ト構造部材の破壊機構に関する研究の現状について

報告する.
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2.鋼材腐食に伴うコンクリート構造部材の変化

コンクリート中の鋼材は一般に腐食しにくいが,塩分

の浸透 ･混入等があると急速に腐食する.しかし,この

場合でも長期間の日数を必要とすることから,ここでは

図-1に示した定電流法による電食実験の結果について

説明する.

図-2は,走電流法で鉄筋コンクリート梁中の鉄筋を強

制腐食さへた場合のコンクリー トのAE(アコースティ

ックエミッション)および電位差の変化を示したもので

ある.この図から明らかなように,通電開始後電位差は

徐々に増大し,図-3に示すような縦ひびわれ (主鉄筋に

そったひびわれ)を生ずると電位差は減少し,定常状態

となる.一方,AEは縦ひびわれ発生前において数多く発

生し,縦ひびわれ発生後はほとんど発生していない.

縦ひびわれ発生前においてAEが数多く発生している

図一1 定電流法による電食実験
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図-2 電食実験時におけるAEイベント数と電位差の変化








